
結 核 性 膿 胸 に 附 す る 研 究

第 ユ報 排膿睾素氣胸に よる結核性膿 胸の治霧ξについて

日本醫療 團中野療養 所(指 専 院長 春木秀次郎博 士｡結 核豫防會研究部長 岡 治道博 士)

馬 場 治 賢 ・北 尾 勤 ・傅 元燾.

縞 亥糊 農胸は阪めて重態り もの も稀ではな》 以上は排膿後の氣胸は総て室氣を用ひてゐる6

が・他方無熱無症喫)も のも多敏箱られ・其の開種 又その成績は肺が伸び膿胸腔が浩失して治癒した

々の病型を分つことが翫來る.之 等は肺父は皮下 のか、膿掬腔を有するま 、膿が完全にな くな り氣

穿孔の有無、其の大さ、膿中の結核菌の多少、混合 胸 を績けてゐるのであるか明かでない｡.中 には弊

慮 染の撫 海 噛 の蝋 海1鱗 の鰍 海 に 働可能になつたことと膿の漕矢類 剛 してゐな

膿胸下の肺病集如何によ3の であつてY癒 型によ い｡父 膿掬自身の病型、その下にある麟 篭攣の記

つて治療法 も異な り父その戊績 も異るのである｡載 が不充分の爲め成績の比較が 極 め て 困難であ

文献によると軽症の純結核性膿胸殊に人工氣胸に る｡

綾爽した膿胸は屡々穿刺父は穿刺氣胸で治癒 して 余等は昭和13年5月 より昭和19年9月 迄都合6

ゐるe例 へばSergeni・Chan仔ardJλ'・Weilet年 絵に亘 り各種結核性膿胸に排膿後窒素で氣胸を

1・eiseleur等は純結核屑・膿胸には穿朝氣胸を推賞 行つfe｡こ れは膿胸側肺病災の盧脱維持及び膿胸

.し就中Sergent,Jurpin等1よ これを暖 く用ひた◇ 腔内燃の急攣防止の外に、膿胸腔内に酸素の供給

Berneuは 極めて重症飼を含む183例 について各 を絶 ち儂;{…の結核菌の呼吸を不能な らしめんとの

種の内稀 勺及外科的療法磁 行 しゾ瞠 な賊 績 を 岡治道蹴 の考へによつたのである◇麟 上特に

あげてゐるが穿刺又は穿刺氣胸によつては16例が 重要な黙は穿刺を屡々繰返 し(余 等は通常毎週1

治癒 した｡但 しこの方法 を試みた{列数病型は明記 同とした)毎 厨排膿を出來るだけ完全に行ふこと

してゐなV・｡JehnCJo簸e隔ndJohxxAlewander及 び逸氣痔塞氣の混入を防 ぐことである
｡窒 素は

は純結核列濃 胸でその下に活動性肺病巣のある25市 販品を用ひた｡'覇,
例中3例 に穿刺氣胸を行つたが皆死亡した｡然 し 本法實施に當つて特に膿胸下にある肺病攣並び

人ユ:氣胸後の症歌の輕微な純結核性膿掬は多 くは に他側肺、腸其他の結核病攣 を考慮した｡膿胸側肺
蜘 の穿刺氣胸で治癒 したとVつ てゐる・ 礎 につ研 は海 に総 しぞゐると思はれ る場

M蝋 は穿刺軸 を行つた9伽8例 が治癒 館 報 撒 を行つて肺の伸展を計り
、未だ擁

したと云つてゐるが・この8例 中には極 少量の膿 してゐないと思はれ離 戯 が良婦 、
、不良で も

磯 つてゐる1例 及び}1磯2例 も2)まれてゐる・ 喀痩中の結核菌がな くなつてゐれば
、この虚脱を

HebertalldChie・matttま 純結核膿 胸で鵬 襖 失はない様に努め
、戯 が不良で喀疾物 結核菌

」通 症でなく戯 も賄 であれtec長期FAItwbて ゐ が瀧 せねば膿胸の瀧 後胸廓成形徹 行つた｡、た膿胸
で も穿刺氣胸開始都 ら3朔 目には就業させ 又膿胸側或ほ他側肺病巣が蝕 りに重症で盧睨療法

てゐる・n伽 大緻 は治癒 した醐 ㊨の もの も 髄 しないと葱はれ る場合は膿∬鮪 身の治療麟

良好に向つてゐる｡Woodruff,NVarrinerは154例 を見 る爲めに本法を試みた｡

の膿胸中47例 に穿刺父は穿刺氣胸を行つたが・そ 治療封象隈胸は人工氣胸後の⑲例随件肋膜炎後
の16例 が弊働可能 となつた・ この16例 中9例 は肺 ⑳8例 及び自然氣胸後の1例 で～劇 畷 生 よ日

伸展し膿胸腔消失したが・礎 のの7例 は術膿胸腔 年 未漏18例2～5年 の もめ10例 で 多くは興の間各
'を有 し中には膿鵬 つてゐるものもある

.1931年 種の治療を試みたが治癒 してゐな蝿 ののみであ

に獲表されたアメリカ委員愈の結核性膿掬に蘭す るo本 法開始時は膿胸の症1伏嫁皆雰薫か極め七輕微

る報告ゴこよると246例 中穿刺叉は穿鯛氣胸を受け で約3/4は 無熱であbた｡然 し膿胸下の肺病巣は

た ものは23例 で治癒7例 悪化又は死亡16 ｡例であ 重症8例 中等症16例 、輕症父は不明4例 で、他側肺
つた…-kv繊 腫 症3例 海 等症7例 海 症 制

、繊 な

謎



し11例であつた｡叉 本法開始時は閉鎖 してゐたが

既往に肺穿孔のある もの1例 、皮膚穿孔のあるも

の1例 う肺並びに皮膚穿孔のあるもの2例 で、皮

膚穿孔のあつた3例 は何施 も混合感染中である｡

初期治療成績は第1表 の通 りで28例 中治癒17例

(60%)で 毒るが、既往に肺穿孔のある もの及混合

感染例を除外すると22例 中治癒16例(72%)と な

る｡　　　　　　　　　　　　　　　　 ・　 `　　 "

　　　　　　　　 第　 1　表

愛鞭 蕩い㍉ 瀞
艸(・)123卜32

　融.括 弧内は再髄例数 ・例へば13(7)は 治mu　13例中

　　 再漫7例 の意

　 この際本法開始より漿液となるか膿消失郊 の

期間は3月 以内8例 、4～6月 以内9例 、7～8月 以

内2例 、8月 以上2t列 で大多数は8月 以内であつ

た｡(但 し漿液どなつてか ら膿が消失した例は漿液

となつ た時期及膿消失した時期を共に記入した)

膿胸治癒後現在叉は死亡迄の期間は6月 以内4例

(内1例 死亡)1～2年 、3例 、5年2例(内1例 死

亡)で ある｡　　　　　　　　　 ・

、次に再獲は8例 でφるが膿胸治癒後再磯迄の期

間は6月 以内4例(内 膿胸側肺重症3例 輕症1例)

■年以内4例(内 膿胸側肺重症1例 輕症3例)で

膿胸側肺病巣が重症程早 く再獲 してゐる｡

　 結局現在叉は死亡迄膿胸の治癒 したものは再焚

後更に治癒した1例 も含め10例 である｡術 現在は

生存23例 死亡5例 で直接の死因は混合感染を起

したためか、他側肺悪化のためで、2例は膿胸治癒、

後であ り3例 は治癒中止叉は再稜後であつた｡又

生存23例 は治癒i8例 、治療中14例 、治療中止1例

である｡　 　　 　　 .～　 、　 、

　 之專初期治療成績,其 後の纏麹、及び膿胸患者
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ　　　　の　　　　　　　　　も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

の豫後を検討 した結果は次の通わである｡

　 1)本 法開始前の膿胸纏績期聞は奉法の治療威

績に影響が認められない6

　 2)既 往並に現在肺 穿孔のあるもの、及び現在

混合感染 中のものは本法 の み で は治癒困難であ

る｡

　 3)膿 胸の治癒と膿 中の結核菌厳とは特に密接

な關係があるとは思はれなV・が 再嚢 とは關係が認

められ、肺に重症の病巣あるもの程再獲 し易 く且

つ早期に再獲する.治 癒期間6ヶ 月以上の後再獲

したものは肺の病巣比較的輕症で膿胸のま&勢 働

可能なものも・あつた｡

以上により本法の適鷹症は純結核性膿胸で饒往_

並びに現在明かな肺穿孔のないもめ 、膿胸1則肺病

巣は中等症以下で虚睨良好のものが望ましい｡

最後に排膿後の氣胸に際 して窒素が寮氣よりよ
蹟いか どケかは例藪が少ない爲め荷此後充分瞼討す

る積 りである｡只 余等秀特に主張したいことは・

結核性膿胸は適鷹症を選べぱ内科的に充分治癒 し

うること、然 し患者の絡局の豫後は主 として膿胸

下にある肺の病巣に支配されてゐると云ふことで

ある｡肺 の病巣が輕症であれば純結核性で戯る限

り膿を有するま 、勢働可能なもの もあるが、肺の

病巣が重症であれば膿 胸の治癒 も患 者の豫後に大

きな影響を與へ ることは出來ない｡
ル の

稿を絡るに臨み御指導を賜つた日本馨療團中野

療養所長春木秀次郎博士、東大岡治道博士に深謝

す｡
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